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そもそも条里地割とは、耕地を 6 町四方の碁盤目にわり、南北につらなる 6 町幅の耕地帯を
里、東西につらなるものを条と名づけた地割を大枠とする耕地割であり、地割形態は、道、畦畔、
水路、溝等で碁盤目状に区画された 1 町歩の「坪｣区画（一辺の長さは 60 歩＝60 間で約 109ｍ、
面積は 3600 歩で約 1.2ha）を基本単位としている。「坪」は十等分されて、これが耕地の単位
区画となる。その各々の広さは 1 反（360 歩で約 12ａ）である。この等分の仕方には、1 辺を
十等分し、隣の辺に平行に畦をつくった 6 間×60 間の長方形のもの（長地型などと呼ぶ）と、
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ような集約した村落景観の基礎が形成されるのは、荘園制が変容し、村落の再編が行われる 13


















































































































































































































































































図 1-1 研究の目的と方法、論文構成のフロー図 
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注 
注1) 近江平野最長の河川、野洲川の下流域の条里地割については、文献 5)、6)、7)などがあり、 
草津、栗東それぞれの市（町）史の該当部分を歴史地理学の高橋誠一、金田章裕が執筆して
いる。 
注2) 文献 1) pp79、5) pp339 などより。 
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注6) 文献 5) pp342 
注7) 文献 7) pp471 
注8) 文献 4)より。 
注9) 文献 2)、9)など 
注10)  文献 10)より。 
注11) 文献 6)より。 
注12) 文献 53)。 








注14) 文献 11)などより。 
注15) 明治期の地籍図について、代表的なものとして文献 12)、13)などがある。また、滋賀県 
内の明治期の村絵図に関する資料として、文献 14)～ 20)などがある。 
注16) 文献 21)より。 
注17) 文献 22)。 
注18) 文献 23)、24)、25)。 
注19) 文献 26)、27)、28)、29)、30)。 
注20) 文献 31)、32)。 
注21) 文献 33)。 
注22) 文献 34)。 
注23) 文献 35)。 
注24) 文献 36)、37)、38)、39）。 
注25) 文献 40)。 
注26) 文献 41)。 
注27) 文献 42)。 
注28) 文献 43)、44)。 
注29) 文献 45)、46)。 
注30) たとえば文献 47)。 
注31) 文献 48) 
注32) 文献 8) 
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注33) 文献 49)。 
注34) 文献 50)に、その成果も踏まえ、「近江の条里」について、とりまとめている。 
注35) 文献 51)など。 
注36) 文献 52）。 
注37) 文献 53）。 
注38) 文献 54）をとりまとめている。 
注39) 文献 55)。 
注40) 文献 56)、57)。 
注41) 文献 58)。 
注42) 文献 59)。 
注43) 文献 60)、61)。 
注44) 文献 62)。 
注45) 文献 63)。 
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表 2-1 郡別集落類型別集落数 
 
図 2-1 明治 12 年時点の字境図 
平地集落
湖岸集落 平地集落
滋　賀 5 0 21 14 10 16 66 9 75
栗　田 10 50 34 8 2 2 106 5 111
野　洲 19 45 8 0 0 0 72 5 77
甲　賀 0 17 43 47 10 0 117 7 124
蒲　生 4 83 79 16 3 10 195 8 203
神　崎 9 39 6 2 3 0 59 26 85
愛　知 3 90 16 1 8 0 118 4 122
犬　上 4 55 18 4 23 2 106 2 108
坂　田 14 60 46 12 9 0 141 11 152
東浅井 12 61 31 18 1 2 125 1 126
西浅井 0 0 9 5 0 5 19 0 19
伊　香 0 22 28 6 15 3 74 2 76
高　島 11 20 36 16 19 6 108 1 109
合　計 91 542 375 149 103 46 1306 81 1387
湖岸
山裾集落 計 都市的集落 合　計郡名 山裾集落 山間集落 山中集落
 














































































































































































図 2-3 集落類型別集落の反別分布 


































































































































































































































































































































































図 2-5 集落類型別集落の宅地＋畑の分布 
図 2-6 集落類型別集落の戸当たり耕地の分布 





山裾集落 山間集落 山中集落 湖岸山裾集落 合計 構成比
無 0 3 1 1 1 0 6 0.5%
～1町 12 238 65 14 14 7 350 27.8%
～2町 11 78 63 22 17 0 191 42.3%
～3町 5 44 67 13 8 2 139 53.6%
～4町 5 32 36 13 12 3 101 61.5%
～5町 6 36 18 6 3 3 72 67.1%
～6町 4 12 13 4 8 3 44 70.5%
6町以上 48 86 101 75 39 28 377 100.0%







































山裾集落 山間集落 山中集落 湖岸山裾集落 合計
39 339 235 31 27 26 697
42.9% 64.1% 64.6% 20.9% 26.5% 56.5% 54.5%
52 190 129 117 75 20 583
57.1% 35.9% 35.4% 79.1% 73.5% 43.5% 45.5%








山裾集落 山間集落 山中集落 湖岸山裾集落 合計
6 52 347 147 100 45 697
6.6% 9.8% 95.3% 99.3% 98.0% 97.8% 54.5%
85 477 17 1 2 1 583
93.4% 90.2% 4.7% 0.7% 2.0% 2.2% 45.5%




表 2-2 集落類型別山地の所有状況 
＊下段は累積構成比
1反未満 ～2反 ～3反 ～4反 ～5反 ～6反 ～7反 ～8反 ～9反 ～10反 10反以上 合計
56 29 26 20 14 13 5 9 11 10 146 339
16.5% 25.1% 32.7% 38.6% 42.8% 46.6% 48.1% 50.7% 54.0% 56.9% 100.0%
21 22 8 9 8 7 8 6 7 4 135 235




表 2-4 平地集落と山裾集落の林地の規模分布 
表 2-5 集落類型別雑地の規模分布 








































多い階級 中央値 多い階級 中央値 多い階級 中央値 多い階級 中央値 中央値 中央値 中央値 中央値 中央値




30～40 60 30～40 48.4 30～35 34.50 2.5～5 5.32 0.14 0.0 1.24 0.50 7.1
（529） 50～60 　





50～60 63  228.3 5～40 32.74 9.53 0.00 104.0 6.34 3.31 6.9




　 107  178.1  42.65 11.05 0.19 62.3 11.32 3.95 5.6
合　　計
（1280）
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 図 2-7 山裾集落の山地を除く反別分布 




































図 2-8 野洲郡五之里村の集落図（平地集落のひとつの典型例） 
 出典：「明治の村絵図」（野洲町史資料集第１冊） 明治 6年地券取調総絵図をトレース 
 
 
（明治 11 年の基本データ） 
・40戸 161人  
・反別 38町 7反 6畝 20歩  
・田地 35 町 5畝 9 歩  
・畑地 1 町 1反 3 畝  
・宅地 2 町 9畝 11 歩  
・林地 5 畝 11歩  
・雑地 3 反 7畝 25 歩 
※居住域の周りを太く囲んでいる 
内部の黒塗りは宅地、白地は畑地を示す 
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注 
注 1) 1878 年（明治 11 年）における滋賀県の 1,387 村について、戸数、反別、物産などのデ
























7) 彦根市誌編さん委員会：彦根 明治の古地図 一，彦根市，2001 
8) 守山市誌編さん委員会：守山市誌 地理編資料 古絵図，守山市，2003 
9) 「角川日本地名大辞典」編纂委員会：角川日本地名大辞典 25 滋賀県，1979 


















































図 3-1 対象地域位置図 
















よび資料調査の時期は 1999 年 6 月～2003 年 6 月である。 
 
3-2 地域レベルでみた集落立地特性 
図 3-2 は、復元した明治期の集落立地図である。図には凡例で示す 8 指標を示しているが、
このうち●印は、地域の成り立ちや地域開発と関わりが深い古い由緒を伝える神社である。また、


















































図 3-3 は対象エリアにおける全 39 集落の明治 11 年の大きさ（反別）と戸数の関係を集落形
態別（塊状村、街路村、複数居住域村、山裾集落）に示したものである注 6）。反別に比べ戸数が
少ない No.31 は山裾集落で、一部に山地を持つため、反別が大きくなっている。一方、反別に
較べ戸数の多い No.24、No.4 は町場的性格の強いところで他に No.8 も同様、商工の戸数割合が
3 割以上を占める注 7）。また、□印の集落は街路村である。 
図 3-3 の中から、集落形態の異なる街路村（9 ヶ所）と山裾集落（2 ヶ所）、町場的集落(街路
 
図 3-2 明治期における小字大字界を含む集落立地復元図 
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村に含まれない No.4 の１ヶ所)を除くと、農村的平地集落は 27 集落となり、その規模分布は 20




系に関わる 3 村に限ると 8 社ある注 9）。まず、式内社注 10）の高野神社（3.高野）と国史見在社注 11） 
の勝部神社（21.勝部）がある。また、社伝により 8 世紀初めの勧請とされる宇和宮神社（10.























るため、治田村を除く葉山村、大宝村、物部村の 3 村について用水の状況をみていく。図 3-4
は、大正 11 年における用水系統及び各集落の灌漑用水の状況をまとめたものである。また、そ
れらの水域を地図上に表わしたものが図 3-5である。図 3-6には集落ごとにみた用水が充足して















































図 3-3 集落の規模分布（反別と戸数）・明治 11 年  
     
 
（凡例）  ●塊状村 △複数居住域村 □街路村 ■山裾集落 
：20～50 町歩 
△ 5 （169 戸、164.0 町歩） 
□ 6 （126 戸、247.6 町歩） 
□ 7 （ 52 戸、142.0 町歩） 
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図 3-5 大正期における野洲川水系集落の水利水域図 
＜野洲川より直接取水する用水＞ 【　桂井　】 452 【　今井　】 3,687 【中ノ井】 1,524 【丹後井】 321 【一ノ井】 2,521 【谷水・溜池】488 【　天水　】 10
（用水適否の凡例） （単位：反）
1.伊勢落 250 1.伊勢落 25 275
　豊 ○○○
枠外数字は集落の潅漑面積 　 2.林 50 2.林 293 2.林 100 6.六地蔵 600 6.六地蔵 224 824
　適 （＝水田面積） 443 534
　 3.高野 90 3.高野 28 3.高野 430 7.小野 285 7.小野 239 7.小野 10
　不足 548 　 　
4.辻 353 　 4.辻 23　 376 8.手原 396
(※井組外） 1,337
　 5.出庭 452 5.出庭 876 　 　 5.出庭 9
483
9.大橋 32 9.大橋 451
273 　　 （※井組外）
20.浮気 51 20.浮気 222 　 10.蜂屋 669
　　＜野洲川の伏流水による湧水を水源とする用水＞
【他の湧水】 257 【丹堂井】 486 【吉川井】 1,069 【三枝井】 421 【他の湧水】 427 【　天水　】 111
※大門～霊仙寺、浮気 　 　
 
11.野尻 230 11.野尻 6 11.野尻 42 11.野尻 42 320
 
19.千代 165 22.阿 236 12.綣 340 12.綣 169 12.綣 64 12.綣 34 681
24.今宿 300 21.勝部 802 23.伊勢 335 12.綣 39 12.綣 35
176
25.閻魔堂 86 25.閻魔堂 90 26.二町 233 13.苅原 113 13.苅原 45　158
675 ※下鈎の悪水
27.古高 100 27.古高 375 14.笠川 52
※下鈎の悪水
27.古高 200 　
28.大門 30 その他 220 250
　※守山町字守山
29.横江 156 29.横江 90 246 17.小平井 282 17.小平井 15　297
※苅原及び笠川の悪水
18.十里 346 15.北中小路 103 15.北中小路 246 349








図 3-4 大正期における野洲川水系集落の水利系統図 
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図 3-6 集落ごとにみた用水が充足している水田率 













































































広域的な災害の恐れが懸念されたためで、農林水産省では防災的観点から、平成 14 年から 4 年
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写真 3-1 野洲川上流より旧石部頭首工を望む  
（「近畿農政局発行・国営総合農地防災事業 野洲川
沿岸地区概要」パンフレットより） 
図 3-7  野洲川用水路絵図 No.4② 
 （『野洲川土地改良区の歩み』より） 
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致するのではないかと思う。ちなみに、旧栗太郡条里の 2 条と 3 条（条は条里地割の横、東西
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写真 3-5 辻の集落に向かう今井川 








































写真 3-3 辻地先における今井用水の分水地点 
（2002 年 12 月 筆者撮影） 
写真 3-4 写真 3-3 の分水地点より上手を望む 
（2002 年 12 月 筆者撮影） 
 
 





























図 3-8左欄に 8 集落それぞれの集落レベルにおける用水の流れとそれを受ける居住域におけ 
る水の流れ、神社の位置を示す（次頁には中山道より西側の集落を、次々頁には東側の集落を 
順に並べている）。ここから、以下のような特性を読みとることができる。 
① 集落の形状は 6 町×6 町の正方形およびそれに近いもの（No.11、18、23）と 4 町×9 町の長 
方形およびその変形したもの（No.15、16、17）に大きく分類できる。その他、やや規模の大
きいものとして No.9、小さいものとして No.22 がある。 
② 同規模でありながら、形が正方形と長方形の二つのタイプが生まれる理由として、長方形の 





9 　大橋 52.37 49
大橋村地券取調総絵図（M6）：（ア）
大橋村全図(Ｍ22～26年と推定)：（ア）





15 　北中小路 37.90 35
大字北中小路地籍図(Ｍ22～26年と推定)：（ア）
北中小路水路図（Ｔ11）：（ア）









18 　十里 38.98 52
大宝村大字十里全図：（ア）
吉川井筋絵図（明治期と推定）：（オ）
22  　阿 25.51 28 阿村地券取調総絵図（M6）：（イ）






















































































































































































































水路幅 6 尺 
5 尺 











水路 宅地 藪・荒地 
寺 神社 小字界 































































































































































































































水路幅 3 尺 
 
水路 宅地 藪・荒地 
寺 神社 小字界 








すなわち No.15 は東と北の 2 方向から別系統の用水で集落の 2 つのエリアをまかなってい 
る 2 方向 2 系統の用水。No.16 は、東と北の 2 方向から 4 種類の系統の用水が 4 つのエリア
をそれぞれ潤している 2 方向 4 系統の用水。No.17 は、集落内の湧水でほとんどをまかなう
自立型で、一部東側上流集落の排水を受ける。これらに対して、正方形の No.11、18、23、
それに近い No.9 は、１方向１系統となっている（No.9 は一部、他の井組の徳水を受ける。
No.11 は、集落内の湧水によって賄っているエリアと天水のエリアもあるが、外から得ている













図 3-8右欄に 8 集落それぞれの居住域レベルにおける土地利用の状況を示す。ここから以下 
のような特性をよみとることができる。 






















2 分割する水路割として No.9、18 と No.22 南半分の水路が、3 分割する水路割として、No.15
が上げられる）。さらにきめ細かな水路網により、居住域内の各々の宅地が水路に面するよう
計画されている（その詳細については次章で扱う）。 
 水路幅員の資料が存在する集落（No.9、11、15、17、16）注 26）をみると、No.9 では 6～7 
尺の水路が集落の周囲をめぐっている。また No.15 では、居住域の北端を流れる用水路が 6
尺、東と西の側面水路が 5 尺、神社の北側を巡る水路が 8 尺となっており、グリッド型では、
水路幅が約 6 尺（１間）と広い。一方、湾曲型では、No.11 で居住域の北側をめぐる水路が 3
尺で、他の水路も同程度（ただし集落に沿って東から南に流れる中ノ井川は除く）であり、

























































図 3-9 集落の居住域の領域を形成する空間構造モデル 
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注3) 全集落を網羅するものとして文献 2)を用い、他、文献 3)、4)、5)、6)を参考とし、それ 
ぞれの集落の字史等も参考とした。対象地域の字史等は、文献 7)～16)などがある。 
注 4) 文献 5) 、6)より。 
注 5) 方向は条里の直行グリッドの対角線方向、真南より西へ約 78°（条里地割の南北方向の傾
き 33°＋45°）とほぼ一致している。 
注 6) 明治 11 年（1878）の各村の戸数、反別のデータ。文献 4)による。 
注 7)  文献 4)より、「No.24：今宿」（35／112 で 31.3％）、「No.4：辻」（37／120 で 30.8％）、
「No.8：手原」（35／71 で 49.3％）である。 
注 8) 文献 17)において、筆者らは、明治初期における平地集落の典型的な姿を明らかにしてお
り、規模は 30～40 町歩で、約 600m 四方、屋敷を中心とする居住域が 2 町歩弱四方、戸数
40 戸前後である。 




注 10) 『延喜式』（927 年完成）神名帳に記されている神社。文献 2)に、「高野神社は高野郷の
総社で、高野造と関係が深い。」とある。 








注 12)  文献 5)に、「蜂屋一体は古くは玉岡郷といい、舒明天皇の 4 年（632）、物部氏の田荘（た
どころ）とされた。また、宇和宮神社社伝によると、養老元年（717）9 月、領主物部玉岡
宿禰（すくね）国照・国経父子が神託を受けて勧請した。」とある。 
注 13)  文献 18)に、「大宝元年（701）に祭神が降臨したと伝え、古くは大宝天王宮、今宮応天
大神宮などとも呼ばれた。中世・近世を通じ疫病を鎮める牛頭天王として広く信仰を集め、
周辺 50 余村の総社であった。」とある。 
注 14)  文献 5)に、「文明 3 年（1471）に焼失後、永正元年（1504）に山麓、に移された。」と
ある。 
注 15)  文献 5)より。 
注 16)  文献 19)に、「寛治六年（1092）出羽介橘宣幸ナルモノ此地ヲ領シ、田地ヲ開拓セシヰ、
 
 








注 18) 文献 6)より。 
注 19) 明治 5 年に物資運搬のため下流から蜂屋まで川脈が整備された（文献 5)）こととも関係
していると考えられる。 





注 21) 文献 20)より。 
注 22) 文献 21)pp679 に、荒井（伊勢落・林・高野・大橋・六地蔵・出庭・手原・小野）側は
永正 3 年（1506）以来、毎年銭一二貫文を興福寺官符衆徒筒井順興に納め水利権を安堵さ
れていた、とある。荒井とは、一ノ井のことである。 
注 23) 文献 5)より。 









注 26) 9.大橋については、文献 9)の 1737 年（天文 2 年）地図より。その他については、表 3-1
に掲載の水路図等資料より。 

















5) 栗東町史編さん委員会：栗東の歴史 第一巻 古代・中世編，1988 














19) 中川泉三編さん：近江栗太郡志 第４巻，1926 
20) 野洲川土地改良区：野洲川ダム完成 25 周年記念－野洲川土地改良区の歩み－，1977 

































を取上げた。野尻集落は、その形状が 6 町×6 町の正方形に近く、居住域の大きさが 2 町弱四方、
戸数 42 戸と、条里地割を踏襲する平地集落の一つの典型例注 4）であり、なおかつ、明治期の連
合戸長役場制度の時代（明治 18 年 4 月～22 年 3 月）における家屋敷の状況がわかる図面、屋
敷図注 5）が存在する。この屋敷図資料を利用して、現地調査とヒアリングにより、典型集落・野












ついてのヒアリングと実測を行った。調査時期は 2000 年 10 月～12 月である注 8）。なお対象お
よび関連する集落（野尻、苅原、伊勢）及び他の典型集落（大橋、北中小路、霊仙寺、小平井、
























近世初期には備わっていたことが読み取れる注 11）。明治期の状況は、明治 11 年の資料注 12）で、
戸数 42 戸、人口 204 人。土地は反別 35 町 6 反 2 畝 16 歩、田地 31 町 9 反 4 畝 11 歩、畑地 5
反 1 畝 25 歩、宅地 2 町 5 畝 26 歩、雑地 4 反 8 畝 23 歩（草生あるいは寺地等）、除税地 6 反 1









































側であることがわかる注 14）。屋敷図の屋敷番号は 48 番まで（26 番が欠番）で、現地調査につい
ては、明治期と同じ地番のところに現在、建物があるが調査できなかったもの〔未調査〕6 件、
その場所に建物がなく調査できないもの〔調査不能〕6 件を除き 35 件の調査を行った。 
調査結果を基に、野尻の明治中期の集落図を作成する。活用した資料、方法は次の①～④のと
おりである。 
① 地形図(最も古い 1/2,500 地図(S46 年)）を拡大した 1/1,000 地図をベースマップにする。 
②  野尻村地籍全図注 15）と照合しながら各地番・敷地に屋敷図を配置する。 
③ 栗太郡野尻村地籍全図注 16）より土地利用区分を示す。 
④ 航空写真注 17）や現地調査資料と照合・確認する。 
建物配置の方位は屋敷図に記された方位を基に現地調査による修正を加え、さらに航空写真と
照合し、建物の軸線の振れ具合のばらつきが少ないことから、全体的に調整を行った注 18）。 
以上より作成した集落図を図 4-3に示す注 19）。図には、道路から敷地へのアクセス方位注 20）と、
各屋敷の住家の入口位置注 21）も記入している。集落図で示した家屋敷の情報と道路、敷地、水路
との関係を整理すると表 4-1 のとおりである。まず各屋敷の住家タイプについて、一つ間 11、
二つ間（縦）6、（横）3 、四つ間 26、六つ間 1 と、四つ間が最も多いが、一つ間、二つ間を合
わせると 4 割を超え、比較的小さな規模の住家も多い。四つ間については、梁間 3 間のもの 5、
3.5 間 10、4 間 10、4.5 間 1 で、3.5 間、4 間が多く、桁行が 6 間のものが 12 と最も多く、面積
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1 － 北 四つ間 ○ 4×6 24 南北 東 南 並行 水車小家・厠 北
2 － 南 二つ間（横） － 2×2.5 5 南北 # 東 － 厠 －
3 ○ 南 一つ間 － 2×3.5 7 南北 #　 北 － － －
4 ○ 南 四つ間 ○ 3.5×5.5 19.25 東西 南 東 直行 厠 －
5 ○ 南 四つ間 ○ 3×5 15 東西 南 東 － 厠 －
6 ○ 東 一つ間 － 2×3 6 南北 # 北 － － 南
7 ○ 西 二つ間（縦） － 2×4.5 9 南北 東　※注6 南 － － －
8 － 西 一つ間 － 2×2.5 5 南北 # 北 － － －
9 － 西 一つ間 － 2×3 6 東西 # 東 並行 － －
10 ○ 東 一つ間 － 2×3 6 東西 南　※注6 東 － 厠 －
11 ○ 南 二つ間（縦） － 2×4.5 9 南北 東　※注7 南 － － －
12 ○ 東 二つ間（横） － 3×3.5 10.5 南北 東　※注7 北 － － 南
13 ○ 北 二つ間（縦） － 2×4　※注5 8 南北 東　※注6 北 － 厠 南
14 ○ 南 六つ間 ○ 4×8 32 南北 東 北 並行 土蔵・門・厠 －
15 ○ 西 四つ間 ○ 4.5×7 31.5 東西 南 東 直行 土蔵・門 北




17 ○ 東 一つ間 ○ 2×3.5 7 東西 南　※注7 西 直列（接続） 物入 南
18 － 西 四つ間 ○ 3×6 18 東西 南 西 直列（接続） 物入・厠 －
19 ○ 南 四つ間 ○ 3.5×6.5 22.75 南北 東 北 （別敷地） 物入・厠 南




21 ○ 東 四つ間 ○ 4×7.5 30 南北 東 北 直行 小家・物入・厠 西
22 × 東 二つ間（縦） ○ 2×5 10 南北 東　※注7 北 － 物入 西
23 × 東 四つ間＋１ ○ 3.5×6＋2 23 東西 南 西 － 厠 西




25 ○ 南 四つ間＋１ － 3.5×6.5＋4.5 27.25 南北 東　※注7 北 並列 土蔵・厠 西




28 ○ 南 四つ間 ○ 4×6 24 南北 東 北 － （物入（別敷地）） 東
29 ○ 西 四つ間 ○ 3.5×6.5 22.75 東西 南 東 直列（接続） ハナレ 北
30 × 西 一つ間 － 2×5.5 11 東西 南　※注7 東 － 厠 北
31 ○ 北 四つ間 ○ 3×4.5 13.5 東西 北 東 － － －
32 ○ 北 一つ間 － 2×3 6 南北 # 南 － － －
33 － 西 一つ間 － 2×3.5 7 東西 南　※注7 東 － － －
34 ○ 北 ※注3 四つ間 ○ 3.5×6 21 東西 南 東 直行 厠 北
35 × 南 一つ間 － 2.5×4.5 11.25 南北 東　※注7 南 直行 ハナレ・厠 北
36 ○ 北 ※注3 四つ間 ○ 4×7 28 南北 東 北 並行 厠 南
37 ○ 東 四つ間 ○ 4×6 24 南北 東 南 直列（接続） 土蔵・厠 南
38 ○ 南 四つ間 ○ 3.5×6 21 南北 東 南 直行 厠 北
39 ○ 北 二つ間（縦） － 2×6　※注5 12 南北 東　※注7 北 － 厠 南
40 ○ #　 一つ間 － 2×3　※注5 6 南北 # 北 － － 北
41 ○ 東 二つ間（縦） ○ 2×5 10 南北 東　※注7 南 直列 厠 北
42 ○ 北 四つ間 ○ 4×7 28 南北 東 北 並行 物入・井戸・厠 南
43 ○ 北 四つ間 ○ 3×5 15 東西 南 西 直行 物入・厠 南
44 ○ 南 四つ間 ○ 3×6 18 東西 南 西 直行 土蔵・厠 北
45 × 東 ※注3 四つ間（＋増築） ○ 3.5×6 21 南北 東 北 並行 厠 #
46 ○ 西 四つ間 ○ 4×7 28 東西 南 東 並行 厠 北
47 × 東 二つ間（横） － 2.5×5 12.5 南北 東　※注7 北 － － 北














               建物がなく、変化をとらえら
               れないもの）
　　　　　×：未調査（調査できなかった
               もの）
※注2　#：不明   -：該当なし
※注3　2方向よりアクセスがある中での
         メインの方向
※注4　二つ間は土間との関係で、土間
          に沿って部屋を配置するのが
          （横）、前土間として奥に並べる
          のが（縦）。
※注5　一部寸法が記載されていない、
          あるいは誤りと思われるため、
          屋敷図より推定。
※注6　現地ヒアリングで確認。
※注7　敷地と建物配置、平面図より
          推定。
※注8　簡易な溝等の排水路は含まない。 
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写真 4-1 日吉神社前、中ノ井川下流を望む 
（2000年 1月 筆者撮影）  
写真 4-3 中ノ井川から分かれて集落に流れ込む水路 
（2000年 1月 筆者撮影）  
写真 4-2 中ノ井川の屈曲部分 上流を望む 




















場合、西が 7 と最も多く、南、北、東が 3～4 と同程度である。一方「南北」の場合、敷地への






表 4-3より小家は 27 例見られる。配置の仕方は、住家の軸方向と直角方向、Ｌ字になる「直行」
型、住家の軸方向と向き合い、間にオープンスペースをとる「並行」型、住家の軸方向と同方向
で、住家に連なる（接続するものを含む）「直列」型に分類される。この中で、「並行」型は 11
と最も多く、次いで「直行」型 9、「直列」型 6 となっている。これを住家の棟の軸方向との関
係でみると特色が明らかで、「並行」型は、住家の軸が「南北」方向で 9 と最も多く見られる。
「直行」型は、「南北」方向でも 4 例見られるが、「東西」方向が 5 例とやや多くなっている。「直
列」型は、「東西」方向が 4 で、南北方向に敷地に余裕がない「南北」の場合 2 と少なくなって
いる。小家以外の付属家では、一部、庄屋クラスの家屋敷で土蔵、門が配置され、囲み型の屋敷
構えをとっている（図 4-3 No14、27）。 
  
  





















ࡶከࡃࠊ࣓࢖ࣥỈ㊰ࡀ༡࡞࠸ࡋࡣす࡛ྜィ 10 ࡜ࠊ2/3 ࢆ༨ࡵ࡚࠸ࡿࠋ㏫࡟ࠊᗙᩜࡀ༡࡛ᅵ㛫ࡀ















༡ ໭ ୙᫂ ᮾ ୙᫂
ᮾ 㻝㻞 㻟 㻟 㻙 㻙 㻥 㻤 㻝
す 㻥 㻣 㻢 㻙 㻝 㻞 㻝 㻝
༡ 㻝㻠 㻠 㻠 㻙 㻙 㻝㻜 㻤 㻞
໭ 㻝㻝 㻟 㻞 㻝 㻙 㻤 㻣 㻝
୙᫂ 㻝 㻙 㻙 㻙 㻙 㻝 㻙 㻝











































ᮾ す ༡ ໭ ↓ ୙᫂
ᮾ 㻝㻜 㻙 㻝 㻙 㻡 㻠 㻙
す 㻡 㻙 㻝 㻞 㻝 㻝 㻙
ᮾ 㻝 㻙 㻙 㻙 㻙 㻝 㻙
す 㻙 㻙 㻙 㻙 㻙 㻙 㻙
୙᫂ 㻝 ᮾ 㻝 㻙 㻙 㻙 㻙 㻝 㻙
ྜィ 㻝㻣 㻝㻣 㻜 㻞 㻞 㻢 㻣 㻜
໭ 㻝㻡 㻝 㻟 㻣 㻝 㻝 㻞
༡ 㻥 㻙 㻙 㻞 㻡 㻞
ᮾ 㻝 㻙 㻙 㻙 㻙 㻝 㻙
໭ 㻝 㻙 㻙 㻙 㻙 㻝 㻙
༡ 㻠 㻙 㻙 㻝 㻝 㻞 㻙














┤⾜ ୪⾜ ┤ิ 䛭䛾௚ ᑠᐙ䛺䛧 ྜィ
ᮾす 㻡 㻞 㻠 䠉 㻢 㻝㻣
༡໭ 㻠 㻥 㻞 㻝 㻝㻠 㻟㻜























番号は 26 番まであり注 23）、現地調査は全体にわたって行ったが、ここでは、伊勢村の枝郷とし
て比較的新しく集落が形成されたと推測される半苅をみていく注 24）。現地調査は 13 番までのう
ち 3 件を行った。 
図 4-5は野尻集落と同様の資料注 25）、方法で作成した明治中期の集落図である。また、集落図
で示した家屋敷の情報と道路、敷地、水路との関係を整理したのが表 4-5である。各屋敷の住家
タイプは、二つ間（縦）1、二つ間（横）1、三つ間 2、四つ間 8、七つ間 1 と 6 割以上が四つ間
である。四つ間の規模は、梁間 3 間のもの 2、3.5 間 2、4 間 3、5.5 間 1 となっており、桁行は










































配置で、座敷が東で土間が水の流れの下手側の西が 7 例中 5 例と最も多く、水路の位置も不明
を除き全てが北側となっている。また、「南北」配置では、座敷が北で土間が水の流れの下手側








（半折型注 26））の農地（水田）の耕地割を踏襲し、さらに長辺を２等分した 15 間×12 間（180
の周辺の地割の状況をみたものであるが、周辺の圃場域には半折型の条里地割だけでなく、長地 




















1 × 南 七つ間 ○ 5×9.5 41.5 南北 東 北 直行 物入・厠 北
2 × 北 二つ間（縦） － 2×6 12 東西 南　※注3 東 直行 厠 －
3 × 北 二つ間（横） ○ 3×6 18 南北 東 南 直行 厠 西
4 × 南 三つ間 ○ 3×6.5 19.5 東西 南 西 直列 厠 北
5 ○ 西 四つ間 ○ 3×7 21 東西 南 東 直行 土蔵・厠 北
6 × 東 四つ間 ○ 4×7 28 東西 南 東 直行 土蔵・厠 北・西
7 ○ 西 四つ間 ○ 3.5×6 21 南北 東 北 並行 ハナレ・厠 東
8 × 西 四つ間 ○ 3×5.5 16.5 南北 東 北 並行 厠 東




10 ○ 北 三つ間 － 3.5×6.5 22.75 東西 北 東 直行 土蔵・ハナレ・厠 北
11 × 北 四つ間 ○ 4×7 28 南北 西 南 並行 厠 北
12 × 北 四つ間 ○ 3.5×6.5 22.75 東西 北 東 直行 厠 北













直行 並行 直列 合計
東西 5 - 2 7
南北 3 3 - 6





表 4-6 住家に対する小家配置 
東 西 南 北 無 不明
東 3 - - - 1 1 1
西 1 - - - 1 - -
東 2 - - - 2 - -
西 1 - - - 1 - -
南 1 - 1 - - - -
北 4 2 1 - 1 - -
南 1 - - - 1 - -
北 - - - - - - -
















表 4-7 住家の軸方向と入口、座敷配置、水路位置 
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図 4-6 苅原（半苅）の空間構成と条里地割 1/5,000 
 






















①  図 4-8-1 により集落を南北の貫く幹線道路より西側のエリアは、南北 2 町余り、東西 1 町
の大きさで、条里地割をベースとして４つの基本ブロックによって構成される注 28）。基本ブロ
ックの大きさは 1/2 町×1 町で、さらに長辺方向を 5 等分した（60 間/2＝30 間）×（60 間/5
＝12 間）＝360 歩（1 反）の長方形の耕地割を下地として内包している。 
②  同じく図 4-8-1により基本ブロックの両端（長辺方向）にうまく水路が配されるよう計画さ
れている。すなわち、居住域の北の境界を形成する第一水路から中の井川まで 5 つの水路が
あり、第２水路、第３水路は基本ブロックの長辺とラインが一致する。第４水路については、
ブロックを通過する始点は短辺内にある（第 3 水路との間隔が 30 間より狭い）が、終点は、
ブロックのほぼ短辺端を通過する注 29）。 
③  図 4-8-2は骨格道路注 30）と各家屋敷とつなぐアクセス道路の導入の仕方を示している。基本
ブロックは骨格道路によって連結し、各ブロックには内部にアクセス道路が導入され、短辺が
長辺方向にちょうど 2 等分されると、宅地の基本単位は 30 間/2×12 間＝180 歩となる。 
④  図 4-8-3は居住域を南北の軸方向に分割する分割道路注 31）が導入されていることを示してお














































































くることをみてきた。たとえば図 4-8-1 の南から 2 つめの基本ブロックに対応する家屋敷の配



























































苅）の空間構成を検討した結果、集落居住域が、条里地割をベースとした 1/2 町×1 町の基本
ブロックにより構成されていることが示された。その内部には、さらに長辺を 5 等分した 30
間×12 間＝360 歩（1 反）の長方形の耕地割を有している。 
⑦ 基本ブロックのモデル的な形は、両端長辺方向に水路を配し、ブロック内部へ短辺を分割す 




向と直行する軸方向（南北）に西側エリアの居住域（東西 1 町）を 3 分割する道路が導入さ
れ、中心部をとり囲むよう道路が整備されている。これにより、バリエーションに富むブロッ
ク割や宅地割がなされ、基本の宅地割より広い敷地を有する公共空間・お寺を中心部に配し、





















注4) 文献 2)において、筆者らは、明治初期における平地集落の典型的な姿を明らかにしており、 








注7) 文献 4) より、半苅（苅原）は「元禄郷帳」には伊勢村枝郷半苅村と記載され、現守山市 
伊勢町から分村した村である。半苅村は明治まで独立村であったが、明治 7 年（1874）に
市川原村と合併して苅原村となった。 
注8) 文献 5)、6）において、調査結果の概要報告を行っている。 
注9) 条里地割の大枠の耕地割は、耕地を 6 町四方の碁盤目にわり、南北につらなる 6 町幅の耕 
地帯を里、東西につらなるものを条と名づけている。 
注10)  文献 7)より。 
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派として開基。その後、慶安 2 年（1649）木佛を安置し、寺号公称を許され、さらに 80 年
後の享保 15 年（1730）、喚鐘を許されたとあり（文献 8）、中世末から近世にかけて、仏教・
浄土真宗が普及していった様子がわかる。 
注12)  文献 9)より。 
注13)  主屋、母屋という言い方もされるが、本稿では屋敷図に示されている「住家」という表 
現を用いている。｢小家｣も同様。 
注14)  二間、小家の場合でも日常的に使われていないところは（宿舎)と朱書きされている。 
注15)  栗東歴史民俗博物館所蔵。一筆ごとの区画が示してあり、現在と同じ地番がふられてい 
ることから、地籍図が整備されることになった明治 22 年以降のものであり、他地区の同種
図面から明治中期のものと推定される。 
注16)  文献 8）に収録。戸長の印があり、明治 11～21 年であることは確か。「地籍編製土地調 
査手続」の様式であることから明治 17 年頃と推定される。土地利用の状況は、明治期の最
初の絵図・地券取り調べ総絵図（明治 6 年）から変化している。 
注17)  昭和 33 年時点。明治の村屋敷図の建物が数多く残っており、昭和 30 年代前半までは集 
落景観がそれほど変わっていないことが確認できる。 
注18)  軸線が真北より東へ 33°傾く。 
注19)  道路については、集落の中央を南北に貫く道路と、それに東から交わる道路が拡幅され 
ているが、その幅員を補正した復元は行っていない。 
注20)  2 方向よりアクセスが可能な場合は、メインの方向。 
注21)  一つ間、二つ間については、現地ヒアリングでの確認したものと敷地と建物配置、平面 
図より推定したもの、不明がある。 
注22)  文献 9)より、明治 11 年のデータで、戸数 24 戸、人口 115 人。土地は反別 18 町 8 反 5 
畝 25 歩、田地 16 町 7 反 1 畝 2 歩、畑地 3 反 3 畝 20 歩、宅地 1 町 4 反 8 畝 25 歩、雑地 2
反 3 畝 21 歩（藪地草生等）、除税地 8 畝 17 歩。牛馬 11 頭。荷車 9 両となっている。 
注23)  他、神社、お寺を除いて、半苅で番号なしが１件ある。 
注24)  文献 7)より、近世を通した伊勢村の石高の推移は、慶安年間（1648～1651）まで 819.365 
で、元禄年間（1688～1703）に 582.054 に減じ、同時に半苅 209.998 の石高がはじめて出









注25)  地籍図等の参照資料は、苅原村地券取調総絵図（明治 6 年 2 月）、苅原水路図（年代不詳。 
他地区の同種図面より大正期と推定される）。いずれも栗東歴史民俗博物館所蔵。 
注26)  条里地割りの基本単位である 1 町歩の「坪｣区画の 1 辺を十等分し、隣の辺に平行に畦を 
つくった 6 間×60 間の長方形のものを長地型と呼ぶのに対して、半折型は 12 間×30 間の
長方形に割ったもの。 
注27)  図 4-5、字四反町の東側の基本ブロックの宅地割参照。西側ブロックは中央に道路を通し 
  て 2 分割している。長辺方向はややイレギュラーな 5 分割となっているため、宅地面積は
基本的な宅地割よりやや広くなっている。 
注28)  居住域の南東端は中の井川と南北の骨格道路の交点となっている。家屋敷が集まってい 
るのは、それより 1/2 町、北側からである。 
注29)  第5水路については、家屋敷が集中するブロックでないためブロック内を通過している。 
それでも、終点は短辺のほぼ中央部（30 間/2 の水路間隔）を通過している。 






注31)  分割道路は居住域を条里地割の南北軸方向に大きく分ける道路という意味で用いている。 
野尻では、基本ブロックの長辺方向に水路が配されているので、水の流れる方向と直交す
る方向になる。 
注32)  文献 1)において、水路による居住域内部の分割の仕方を取り上げ、他の典型集落の大橋 












































































































滋賀県の中でも戦後、高度経済成長期を経て、急速に都市化した地域である。国道 1 号、8 号が
通過し、1963 年、名神高速道路栗東尼崎間が開通し、栗東 IC 営業開始。翌年、全線開通した


















































表 5-1 活用資料 
 





























き、北中小路は東西 9 町南北 4 町の長方形、伊勢、野尻は東西 6 町南北 6 町の正方形で、面積




表 5-2 より世帯の動向をみると、明治期においては 3 集落とも 40 戸前後であり、1960 年代













国道 1 号 














図 5-1 対象集落位置図 1/125,000 




























よる）、1980 年代以降も緩やかな増加傾向を示している。伊勢はやや遅れて 1975 年以降に増え
始め、1991 年の栗東駅開業以降、一段と増加している。野尻は 1995 年までは 55 戸前後とほと
んど変わっていないが、2000 年に約 200 世帯、2005 年には 500 世帯以上と大幅に増えている。
これは、栗東駅前土地区画整理事業が進み、野尻地先も一部エリアに含まれ、アパート、マンシ
ョン建設が進んだためである。 
この間の農家数の推移をみると、3 集落とも 1980 年までは約 40 戸弱でほぼ変化なく推移し
ているが、1980 年代以降減少に転じている。とくに野尻と伊勢での減少が顕著で、2010 年には















1.野尻 38 39 40 37 27 9
2.北中小路 38 39 38 32 29 25




































1.野尻 42 49 53 55 57 54 59 59 195 523 538
2.北中小路 35 48 79 97 149 176 174 236 299 335 339
3.伊勢 35 45 45 80 236 278 376 514 796 1030 1126  
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ともに 10 戸程度となっている。一方、農地が調整区域に属する北中小路では 20 戸以上を維持
している。 
以上より、住宅地整備の動きは昭和 50 年代以降に本格化しており、JR 栗東駅の開業ととも
に都市基盤整備が進み、さらに都市化が進展していることが確認できる。これにより、前述した
①②の二つの視点のうち②の比較時点を、1961 年以降、昭和 50 年代はじめの「1977 年」と JR





いる。地域整備の動向を道路の面からみると図 5-3-1の（ア）、（イ）、（ウ）が 1961 年まで、（エ）
が 1972 年までに整備され、集落の居住域と外部とをつながる道路が整備されている。その後、
中の井川に沿った道路（オ）が 1977 年までに整備されている。 



























図 5-3-1 野尻 1977（昭和 52）年 
 
 

















化について、前述①の４つの時点の集落の状況を図 5-5（1961 年）、図 5-6（1975 年）、図 5-7
（1987 年）、図 5-8（2008 年）に示した。図中の番号は、明治期の村屋敷図の屋敷番号（また
後掲する表 5-4 の屋敷番号）に対応している。また、図 5-5において網掛建物は明治期の村屋敷




図 5-4と図 5-5 を比較して、明治期と 1961 年では居住域内部の宅地割りや周辺農地の区割り
はほとんど変わっていない。また図 5-6、図 5-7 の時点においても宅地割りや居住域内部の農地



















































































図 5-4 明治期の野尻の集落居住域及びその周辺の土地利用 
水流方向 
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図 5-8 2008（平成 20）年の野尻の集落図 1/5,000 
 















である。まず明治中期から 1961 年までの変化をみる。表 5-3より明治期の村屋敷図のまま残っ






























47 42 46 44 44
12 27 40 37 41
維持継承 2
規模拡大 10 7 1 4
規模縮小 1
規模不明 － 8 3 2 4
計（ロ） 13 15 4 6 4
6 4 1 3
11
9 1 2 1 0
2 　















表 5-3 住宅更新の変遷 図 5-9 住宅更新のパターン 
　(観察期間の初めの年)
期首年 存続
消滅 消滅 その他 不明
存続 　 建替え 　 　 新築
期末年 存続
　(観察期間の終わりの年)
（以下繰り返し） ※その他：用途変更等  




































表 5-4 野尻の家屋敷の住家を中心とした推移 凡例）①　　  ①：明治期の住家が存続　　②　　  ②：第2世代目　　③　　　　 ③：第3世代目　　④　 　④：第4世代目  
※注1　P：プラン調査実施（グレーの塗りつぶし部）　　H：ヒアリング調査実施　-：調査不能　×：未調査     
※注2　一部寸法が記載されていない、あるいは誤りと思われるため、屋敷図より推定。    



















3 P ① 一つ間  2×3.5 7 S8 ② 四つ間　4×5.5 ↑22 ② S52 ↑30 ③ H5ハナレ建替え






7 P ① 二つ間（縦）  2×4.5 9 明治期 ② 四つ間　4×6 ↑24 ｓ48,49 ③ ↑30.88 ③ 　















13 P ① 二つ間（縦）  2×4





































20 P ① 四つ間  4×6 24 　 ① （S35頃） ② ↑35.25 ② S2ハナレ築。コヤを北に曳いた
24 P ①







25 P ① 四つ間＋１















































































39 P ① 二つ間（縦）  2×6









41 P ① 二つ間（縦）  2×5 10 S14頃 ②
四つ間（空中写真） ↑
























5 H ① 四つ間  3×5 15 不② 　 ③ ③ 転出 駐車場 駐車場
6 H ① 一つ間  2×3 6 　 － － － － － 12と一体
10 H ① 一つ間  2×3 6 終戦後 不② ② S53 ③  ③ S40頃にハナレを建替え。6畳のハ
ナレはS32、33頃
11 H ① 二つ間（縦）  2×4.5 9 所有者変更 コヤ コヤ コヤ コヤ　17.5 コヤ 14番屋敷のコヤが建つ
新3 H － コヤ コヤ コヤ コヤ 駐車場 所有者は5番屋敷と同じ
16 H ①
四つ間  3.5×6.5 22.75






17 H ① 一つ間  2×3.5 7 畑 畑 畑 ガレージ ガレージ
19イ H コヤ コヤ  2×3.5 7 S8以前 コヤ コヤ コヤ コヤ コヤ 購入してきた
20イ H コヤ コヤ  1.5×2 3 M40代 コヤ コヤ コヤ コヤ　15 コヤ 大工道具小家
21 H ① 四つ間  4×7.5 30 所有者変更 畑 S41 新②   ②  
31 H ① 四つ間  3×4.5 13.5 ① 転出 畑 ソーコ 　 ソーコ ソーコ
32 H ① 一つ間  2×3 6 畑 畑 畑 　 畑 畑
40 H ① 一つ間  2×3　　※注2 6 － － － － － 38番屋敷の敷地と一体化
44 H ① 四つ間  3×6 18 ソーコ ソーコ ソーコ ソーコ ソーコ
46 H ① 四つ間　4×7 28 所有者変更
S5
不② S47 ③   ③
1 － ① 四つ間  4×6 24 ① 所有者変更 ② 　 　 ② 　
2 － ① 二つ間（横）  2×2.5 5 － － － － －
8 － ① 一つ間  2×2.5 5 － － － － －

































18 － ① 四つ間  3×6 18 畑 畑 畑 畑 ガレージ
33 － ① 一つ間  2×3.5 7 不② ② 畑 　 畑 畑
1' × － 田 1より転出 新② 　 　 ②
新1 × － 新② 　 　 　 ② S50～62増築,S62～H20一部改築
新8 × － 畑 新②   ② H12以降、別棟を新築
新4 × － 新②  ② ③ ③
新5 × － コヤ コヤ コヤ コヤ コヤ 所有者は14番屋敷と同じ。
22 × ① 二つ間（縦）  2×5 10 所有者変更 不②   ② ③ 　
23 × ① 四つ間＋１  3.5×6＋2 23 不② ② ③  ③





35 × ① 一つ間  2.5×4.5 11.25 不② ③   ③
新6 × － 新② ② ③  ③
45 × ① 四つ間（＋増築）3.5×6 21 不② ③   ③
47 × ① 二つ間（横）　2.5×5 12.5 不②    ②
新7 × － 新②
③
  ② ④
③
　
48 × ① 四つ間　3.5×6 21 不② ③   ③ 　
47 42 46 44 44 48住家の戸数  
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写真 5-1 明治期の屋敷図の住家が現存する事例 

































わかるものが 13 例。このうち 1 例を除いて、建物規模は維持継承あるいは拡大している。また
表 5-4（ａ～ｂ）より、住家の建て方は前住宅（四つ間）を継承するとともに規模が拡大する方
向にある。ヒアリングから、昭和 30 年代ごろまでは建築材料は貴重な時代であり、家や納屋を
図 5-10 明治期屋敷図の住家が現存する事例 
 A 現在の住家と屋敷配置 （2000年 11月現在）  B 昭和 30年代前半頃の住家と屋敷配置 
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余所で購入してきて建替えたり、古い家の良い材料を使って建直したりしている家が多く、昔の
建て方を継承するひとつの要因になっている。なおこの時期に建替わった住家は新築を含め 19
例中 10 例が今日まで残っている（表 5-4 のｂ～ｆまで線が継続しているもの）。 
次に、1961～1975 年（表 5-4ｂ～ｃ期間）では、新築を含め建替わっているのが 19 例で全
体の 4 割以上を占める（表 5-3）。うち 17 例が今日まで残っている（表 5-4 のｃを基点にｆまで
線が継続しているもの）。建替えの規模変化がわかるものは 7 例で全て拡大している。また表 5-4
（ｂ～ｃ）より、この時期の建替えにおいても、前住宅の形式を踏襲し四つ間が多い。 
次に 1975～1987 年（表 5-4ｃ～ｄ期間）では、表 5-3 より建替えは 4 例と少なくなっている
が、建物内部では土間の床上げ等の改装や増改築が進んでいる（表 5-4 備考を参照）。さらに、
平成以降の建替え・新築（表 5-4ｅあるいはｆで新たに出現しているもの）は 14 例（平成 12
年（2000 年）以降は 7 件注 12））あり、近年建築活動が再び活発化しているが、表 5-4 より従来
のような伝統的な四つ間ではなく、現代的なメーカー系の住宅が多く建ってきている。 
2) 小家等とニワ 
表 5-4 備考欄より、ハナレ、小家等の建築、改装についてヒアリングで把握できたのが 20 例
ある。その時期については、昭和 20 年代以前 6 例（1 例は他と重複）、30 年代 3 例、40 年代 5
例、50 年代 2 例、60 年代・平成以降 5 例（2 例は他と重複）、不明 2 例となっており、昭和 20








昭和 30 年代頃までは縁側のついていない住宅が多いことが確認できた注 13）。小家は昭和 42 年に
Ｂのように建替えられているが、籾すりなどの作業場や農機具置場で、一部はハナレになってい
た。 


























2000 年にはこの道路沿いに新しい自治会館が建設されている（図 5-8）。元の公民館は 1971 年
に集落の中心部、観音堂の横に建てられている。 





が存在していた（図 5-5）。また、中ノ井川後背地の水路内にトリ水（飲料用）の親井戸が 3 ヵ









Ａ 前住宅（明治 40年頃築）と屋敷配置 Ｂ 現住宅（昭和 34年築）と屋敷配置 
  
図 5-11 住家と屋敷空間の変化の典型事例 
 
























居住域は集落の北東寄り東西 1 町余り南北 2 町余りのエリアに集約され、北側、東側、西側









 次に昭和 50 年代はじめの集落全体の状況を図 5-12-3 に示す。この時期までに整備された道
路をラインで、また居住域のエリアを破線で示している。居住域とその周辺の農地においては、 











































図 5-12-3 1977（昭和 52）年 北中小路  集落全体 








































































図 5-12-4 1975（昭和 50）年 北中小路  居住域とその周辺 1/5,000 
 
















居住域は集落の南東寄り東西約 2 町、南北約 2 町のエリアに集約され、その内部を道路が東
西に貫き、北から西に流下する水路と南端を流下する河川に囲まれる形で居住域が形づくられて
いる。明治期の集落居住域とその周辺の土地利用の状況と用水状況を示す（図 5-13-1）注 11）。 
図 5-13-2（1977 年）、図 5-13-3（1993 年）にみるように、昭和 30 年代中頃から工場立地が進
み、農地がまとまった単位で転用されている。昭和 50 年代には、１ヵ所以外全て閉鎖あるいは
















図 5-12-6 2012（平成 24）年 北中小路 
 


















図 5-13-1 明治期 伊勢 居住域とその周辺の土地利用 
 
 




































図 5-13-4 2012（平成 24）年 伊勢 居住域とその周辺 
区画整理事業 






















図 5-13-2 1977（昭和 52）年 伊勢 集落全体 
 
 












1.57ha 1977～1979 年 
（伊勢土地区画整理組合） 
※ 1991 年栗東駅開業 
下水道工事実施 1990～1995 年 
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された道路は居住域を貫く中筋道という道路と工場へのアクセス道路であり（図 5-13-2 濃いラ
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注1) 文献 1)で発表。 
注2) 文献 2)で発表。 
注3) 文献 3)他。 
 - 79 - 
注4) 文献 4)、5)において、調査結果の概要報告を行っている。 
注 5)  野尻集落で大工を営む居住者へのヒアリングでは、「建築のピークは昭和 40 年代に入っ
てオイルショックの 47、48 年頃まで。50 年くらいまでにだいたいが建て替わった」とい
う話を聞いている。 
注 6) 野尻については文献 6)、伊勢については文献 7)による。北中小路については、文献 8)に
昭和 61 年 3 月調査時点の集落図が示されている。 
注 7)  文献 9)に、｢昭和 29 年までに建設された道路｣、｢昭和 30～36 年に建設された道路｣、｢昭
和 37～47 年に建設された道路｣、｢昭和 48～62 年に建設された道路｣の時代区分ごとに道路
整備状況が示されており、凡そ把握できる。一部、北中小路の居住域内について、把握が難
しいところがある。道路の現況について野尻と北中小路は文献 10)、伊勢は文献 11)による。 
注 8)  文献 12)。 
注 9)  文献 13)。 
注 10)  栗東町（町制施行は昭和 29 年 10 月、市制施行は平成 13 年 10 月）は、昭和 33 年には
都市計画法の適用を受け、38 年に用途地域指定を行っている。昭和 43 年都市計画法が全面
改訂され、昭和 45 年 4 月には大津湖南都市計画区域として、町全域が都市計画区域となり、
同 47 年 7 月に市街化区域と市街化調整区域の線引きがなされている。 
注 11)  文献 1)より。 
注 12)  2008 年における新たな変化は外観形態から捉えたものである。 
注 13)  他に No.7 の前住宅（明治期築）、No.19 の前住宅（昭和初期以前築）、No.34 の前住宅
（昭和 31 年築）は縁側がなく、No.36 の前住宅（昭和 20 年以降築）は当初縁側がなく、昭








注 15)  文献 6)や居住者ヒアリング調査より。 
注 16)  野尻においては、現在、集落西側の農地の一部が埋め立てられているところが出てきて
いる 
注 17) 伊勢町を中心に守山市阿村町、栗東市野尻にかけて弥生時代後期の巨大な集落遺跡が広
がっていることが明らかとなり、2012 年 1 月、国史跡の指定がされた。居住域の北東部の
農地 1.5ha が保全地区となり、守山市では 2012、2013 年の 2 ヵ年で伊勢遺跡保存管理計
画を策定中である。 

















8) 栗東町史編さん委員会：栗東の歴史 第四巻 資料編Ⅰ，1994 
9) 栗東町史編さん委員会：栗東の歴史 第三巻 近代・現代編，1992 
10) 栗東市道路台帳附図 2012 年 3 月 
11) 守山市道路台帳附図 2011 年 9 月  
12) 栗東町農協撮影 1990/9/5 野尻自治会館蔵 
13) ゼンリン住宅地図 栗東町 2000（1999 年 12 月発行）／栗東市 2002（2002 年 1 月発行）、 
2007.12（同発行）、2011.12（同発行） 
 







































































と、1/2 町×1 町の基本ブロックは、さらに長辺を 5 等分した 30 間×12 間＝360 歩（1 反）の長
方形の耕地割を有しており、モデル的な形は、両端長辺方向に水路を配し、ブロック内部へ短辺


























































































































































図 1-1 研究の目的と方法、論文構成のフロー図 
 
第２章 明治前期における滋賀県の農村集落の姿と条里地割 
表 2-1 郡別集落類型別集落数 
表 2-2 集落類型別山地の所有状況 
表 2-3 集落類型別林地の所有状況 
表 2-4 平地集落と山裾集落の林地規模分布 
表 2-5 集落類型別雑地の規模分布 
表 2-6 集落類型別空間要素の特徴 
  
図 2-1 明治 12 年時点の字境図 
図 2-2 集落類型別集落の戸数分布 
図 2-3 集落類型別集落の反別分布 
図 2-4 集落類型別集落の水田分布 
図 2-5 集落類型別集落の宅地＋畑の分布 
図 2-6 集落類型別集落の戸当たり耕地の分布 
図 2-7 山裾集落の山地を除く反別分布 
図 2-8 野洲郡五之里村の集落図（平地集落のひとつの典型例） 
 
第３章 近江平野野洲川下流域条里地割における用水系統と集落居住域形成 
表 3-1 分析対象集落と活用資料 
 
図 3-1 対象地域位置図（明治 25年・26年） 
図 3-2 明治期における小字大字界を含む集落立地復元図 
図 3-3 集落の規模分布（反別と戸数）・明治 11 年 
図 3-4 大正期における野洲川水系集落の水利系統図 
図 3-5 大正期における野洲川水系集落の水利水域図 
図 3-6 集落ごとにみた用水が充足している水田率 
図 3-7 野洲川用水路絵図 No.4② 
図 3-8 典型平地集落の空間構成（用水系統と土地利用） 
図 3-9 集落の居住域の領域を形成する空間構造モデル 
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写真 3-1 野洲川上流より旧石部頭首工を望む 
写真 3-2 日向山から望む栗東市北部のパノラマ風景 
写真 3-3 辻地先における今井用水の分水地点 
写真 3-4 写真 3-3 の分水地点より上手を望む 
写真 3-5 辻の集落に向かう今井川 
 
第４章 典型集落・野尻にみる明治中期の家屋敷の状況と居住域の空間構成 
表 4-1 野尻の屋敷図調査一覧 
表 4-2 敷地アクセスと住家の軸方向、入口位置（野尻） 
表 4-3 住家に対する小家の配置（野尻） 
表 4-4 住家の軸方向と入口、座敷配置、水路位置（野尻） 
表 4-5 苅原（半苅）の屋敷図調査一覧 
表 4-6 住家に対する小家配置（苅原（半苅）） 
表 4-7 住家の軸方向と入口、座敷配置、水路位置（苅原（半苅）） 
 
図 4-1 対象、関連集落、及び他の典型集落の位置図 1/8,000 
図 4-2 屋敷図の例 Ｎ-42 1/500 
図 4-3 明治中期の野尻の集落図 1/2,500 
図 4-4 住家の軸方向と敷地アクセス、入口位置（野尻） 
図 4-5 明治中期の苅原（半苅）の集落図 1/2,500 
図 4-6 苅原（半苅）の空間構成と条里地割 1/5,000 
図 4-7 周辺圃場域も含めた苅原（半苅）の地割の状況 
図 4-8 野尻の集落空間を形づくる主要要素の抽出 1/5,000 
4-8-1 条里地割と基本ブロックの導入 
 4-8-2 骨格道路とアクセス道路の導入 
 4-8-3 分割道路の導入 
図 4-9 野尻の居住域外周部における屋敷配置の連続性 
 
写真 4-1 日吉神社前、中ノ井川下流を望む 
写真 4-2 中ノ井川の屈曲部分 上流を望む 
写真 4-3 中ノ井川から分かれて集落に流れ込む水路 
 
第５章 典型集落・野尻における居住空間変化と条里地割集落の居住域について 
表 5-1 活用資料 
表 5-2 対象集落の地域特性 
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表 5-3 住宅更新の変遷 
表 5-4 野尻の家屋敷の住家を中心とした推移 
 
図 5-1 対象集落位置図 1/125,000 
図 5-2 1961（昭和 36）年の対象集落及び周辺の状況 1/10,000×0.67（≒1/15,000） 
図 5-3-1 野尻 1977（昭和 52）年 
図 5-3-2 野尻 1993（平成 5）年 
図 5-3-3 野尻 2012（平成 24）年 
図 5-4 明治期の野尻の集落居住域及びその周辺の土地利用 
図 5-5 1961（昭和 36）年の野尻の集落図 1/4,000 
図 5-6 1975（昭和 50）年の野尻の集落図 1/5,000 
図 5-7 1987（昭和 62）年の野尻の集落図 1/5,000 
図 5-8 2008（平成 20）年の野尻の集落図 1/5,000 
図 5-9 住宅更新のパターン 
図 5-10 明治期屋敷図の住家が現存する事例 
  Ａ 現在の住家と屋敷配置 （2000年 11月現在） 
Ｂ  昭和 30 年代前半頃の住家と屋敷配置 
図 5-11 住家と屋敷空間の変化の典型事例 
    Ａ 前住宅（明治 40年頃築）と屋敷配置 
Ｂ  現住宅（昭和 34年築）と屋敷配置 
図 5-12-1 明治期 北中小路 居住域とその周辺の土地利用 
図 5-12-2 1961（昭和 36）年 北中小路  居住域とその周辺 1/5,000 
図 5-12-3 1977（昭和 52）年 北中小路  集落全体 
図 5-12-4 1975（昭和 50）年 北中小路  居住域とその周辺 1/5,000 
図 5-12-5 1993（平成 5）年 北中小路 
図 5-12-6 2012（平成 24）年 北中小路 
図 5-13-1 明治期 伊勢 居住域とその周辺の土地利用 
図 5-13-2 1977（昭和 52）年 伊勢 集落全体 
図 5-13-3 1993（平成 5）年 伊勢 集落全体 
図 5-13-4 2012（平成 24）年 伊勢 居住域とその周辺 
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2011年 1月 桜井康宏 
    
典型集落・野尻にみる明治中期の家屋敷の状況と居住域
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玉研塾開設」を呼びかけられ、参加したのが始まりです（1994 年 4 月に第１回「玉研塾」がス
タートし、以降、月１回のペースで自主ゼミナールが開催されています）。参加カードには、今
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